
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

助成額：2,038,000 円 ＜成果＞超高齢社会において、シニ

アとこども両方が抱えている課題を

明らかにすることができ、コミュニ

ケーションが最大の解決策となるこ

とも示すことができました。 

 子育て経験がない方や、これまで

こどもと関わる機会がなかった方で

も参加できるよう、今後は両世代の

架け橋となる人材を配置しながら、

児童館以外の場所でも交流の場を展

開していく予定です。 

 こども、シニアの両面から少子高

齢化の課題解決を目指し、日常的な

交流の場を創設しました。具体的に

は、区内のシニアを中心に、こどもの

健全育成の支援者となる「未来応援

団員」を募集し、東向島児童館で研修

会、こども達との交流会等を実施し

ました。本事業を全国の支援者に発

信するため、研修・交流会の様子を撮

影し、プロジェクトの PR 動画の作成

も行いました。 

NPO法人声とことばの力 
シニアの経験と知恵をこどもたちの未来に活かす 

～SUMIDAこども未来応援団プロジェクト～ 

助成額：595,000 円 ＜成果＞アプリ作成講座の参加者は

15 名でしたが、誰一人脱落すること

なく、最後まで受講できました。その

結果、身近な課題解決のための自分

のアイデアを生み出し、それを形に

できるようになりました。コンテス

トでは、「家族がもっと仲良くなるア

プリ」等のテーマに対して、子ども視

点のアイデアがつまった作品が応募

され、今後大学や墨田区観光協会と

の連携も実現する見込みです。 

 墨田区の産業をもっと元気にする

ために、IT 人材教育及び産業とのコ

ラボレーションを行いました。具体

的には、墨田区の小学４年生から中

学生に 2 ヶ月間のスマホアプリ作成

講座を提供し、作ったアプリを披露

する場としてアプリコンテストを開

催しました。コンテストには区内企

業の方をお招きし、技術を持った小

中学生と区内企業とのコラボレーシ

ョンのきっかけを作りました。 

(株)セラピア IT技術で墨田区を元気に！小中学生スマホアプリコンテストの開催 

～令和４年度は５事業を実施しました～ 

令和４年度活動報告 

ふるさと納税を活用したクラウドファンディングで、 

総数498 件、合計45,303,385 円のご寄付をいただきました。 

本事業についての動画（YouTube）はこちらから→ 



 

 

 

 

 

 

[発行] 墨田区 地域力支援部 地域活動推進課 まなび担当（区庁舎 14 階） 

電話：03-5608-6202 FAX：03-5608-6934 

Ｅメール：KATSUDOSUISHIN@city.sumida.lg.jp 

助成額：38,271,590 円 ＜成果＞コロナ禍では「まちかどコ

ンサート」の開催を縮小していまし

たが、今年度は予定より回数を増や

して実施することができました。楽

団員が保育園に出向き、一緒に音楽

をつくるワークショップも昨年度よ

り拡大し、こどもたちに音楽や創作

活動への興味を持ってもらうきっか

けを提供しました。区内全ての保育

園や幼稚園に参加してもらえるよう

に、今後も事業を継続する予定です。 

 普段気軽にホールへ足を運べない

方（福祉施設利用者、中高生等）への

コンサート無料招待や、まちかどに

出張する「まちかどコンサート」の開

催、保育園年長を中心とする「音楽づ

くりワークショップ」の実施など、区

内外の方々に良質な音楽に触れる機

会を提供しました。また、井上道義氏

総監督のミュージカル・オペラの上

演（世界初演）を行いました。 

(公財)新日本フィルハーモニー交響楽団 新日本フィル「音楽の力で人とまちを元気に」プロジェクト 

助成額：1,761,670 円 ＜成果＞ビオトープの水循環システ

ム、日除けテントの設置は、全て手作

り、ワークショップ方式で行いまし

た。計画から実際の作業体験を通し、

協働・共同作業の魅力を発信するこ

とで、人のつながりが広がりました。

かいぼりイベント等には大学の先生

や学生、他イベントで知り合った方

が参加されるなど、小さなこどもか

ら高齢者まで、さらに多様な方が集

える場となりました。 

 「墨田区に蛍の名所をつくる」こと

を目指し、環境への関心のある地域

内の小学生～大学生を巻き込んで、

自然エネルギーを中心とした「ビオ

トープの水循環システム」を創り上

げました。井戸掘りやかいぼりイベ

ントなども行い、地元企業や地域の

方々とも協力・交流しながら完成さ

せました。また、ウッドデッキ広場に

設置する日除けテントを、アイデア

を出し合いながら制作しました。 

もっと広げたい！まちなか農園 ‼すみだに蛍の名所をつくりたい！  

助成額：2,402,385 円 ＜成果＞年間で延べ1,520人以上の

こども達が参加しました。なつのあ

そび大学に建国メンバーとして参加

したこども達にとっては、こどもの

国の建国を通して、自由や権利、義務

などについて考える機会になりまし

た。あそび大学に参加したこどもた

ちにとっては、自分でどうしたいか

考えて決めることで、自主性や主体

性を育むことにつながりました。 

 町工場から提供いただいた素材を

使っての物作りや素材遊び、屋外で

体をつかって遊ぶなど、自分の意思

で過ごし方を選べる場「あそび大学」

を月 1 回開催しました。また、夏休

み特別企画として「なつのあそび大

学“こどもの国”」を実施しました。

こども達の中からリーダーを募り企

画から一緒に行い、夏休みに 1 週間、

こども主体で街を作り上げるプロジ

ェクトを行いました。 

墨田の廃材でこどもたちが自由にあそべる「あそび大学」 NPO法人 Chance For All 

本事業についての動画（YouTube）はこちらから→ 


